
 1

和歌山中ロータリークラブの奉仕活動のご紹介 
                                   2006・1・16 

 

 当クラブの奉仕活動の内、主な四つの奉仕活動につき、下記Ａ～Ｄにてご紹介

します。 

Ａ.フィリピンにおける主要プロジェクト： 

   Ⅰ．フィリピン共和国ラグーナ州サンペドロ市におけるＷＣＳ（世界社会奉仕） 

     デイケアセンター保育園プロジェクト：１９９０年～ 

（１）経緯： 

     １９９０年、当クラブ創立５周年記念事業剰余金を基に、柳瀬会長、大平国際奉仕委員長が 

     ＷＣＳプロジェクトＮＯ．３３４９への取り組みを決定、パートナークラブであるサンペド 

     ロロータリークラブとプロジェクト実行への取り組みを開始した。１９９１年７月、第１番 

     目のデイケアセンター保育園建物（約１００㎡）がサンペドロ市キュヤブ地区に完成。貧困 

     地域の家庭の３～５才児童約８０名を対象に教育・給食サービスを開始した。以来２００３ 

     年８月までに６ヵ所のセンターを建設。土地はサンペドロ市所有地またはサンペドロロータ 

     リークラブ会員の寄贈による。センター教員はサンペドロ市役所福祉課が派遣している。現 

     在約４８０名の児童及びそのご家族に貢献する事が出来ている。 

 

（２）６ヵ所のセンター及び当クラブの支援概要： 

センター名 年度 当クラブ支援内容・金額 特記事項 

①キュヤブ １９９１年７月 建物建設（１５０万円） ・ サンペドロ市が土地提供。 

・ １９９２年ラグーナ州最優秀デイケアセ

ンター賞及び最優秀教員賞（ビクトリア・

マルティネスさん）受賞。 

１９９５年４月 建物建設（５０万円） 

教材費 （２０万円） 

・ サンペドロＲＣも建設費用として約６０

万円拠出。 

・ 当クラブ支援金の５０万円は当クラブ神

前正造会員及び西嶋誠造元会員によるチ

ャリティー展「二造展」（１９９３年７月

実施）の収益による。 

１９９６年２月 運動場整備、運動器具、教

材・教育機器 

（２，０００ドル） 

・国際ロータリーの同額補助金取得（マッチ

ンググラントＮＯ．５８１４）、ＲＩから４，

０００ドルの支援金獲得。（サンペドロＲＣ

も２，０００ドル拠出） 

②マグサイサイ 

１９９６年６月 楽器１２０個（ピアニカ、

ドラム等）空輸 

・ 和歌山市安原幼稚園の寄贈 

・ ノースウエスト航空の協力 

③バゴン・シラン  

 グ 

１９９７年６月 建物建設（２１万円） ・ 市内８クラブの支援５９万円、当クラブ支

援と合わせ８０万円。 

・ サンペドロＲＣ３，４００ドル拠出。 

・ 建設費合計約１２０万円。 
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 １９９８年 運動場整備（５０万円） ・ 市内８クラブから２８万円。当クラブから

の５０万円とあわせ支援額合計５，８００

ドル。整備費用２，５００ドル。残金３，

３００ドル。 

④エルヴィンダ・ 

 ヴィレッジ 

２０００年１月 建物建設（３，６００ドル） ・ 上記残金３，３００ドル、当クラブから３，

６００ドル。サンペドロＲＣから４，２０

０ドル。当時の為替レートで約１２０万

円。 

⑤サン・ロケ ２００１年２月 建物・運動場（４５万円） ・ 市内９クラブＩＭ残金９０万円、当クラブ

支援４５万の合計１３５万円を支援。 

・ 土地はサンペドロＲＣ会員か寄贈、建物面

積１１０㎡。 

⑥サン・ヴィセン 

 テ 

２００３年８月 建物建設（１１０万円） ・ 当クラブ松本会員からの大口寄付及び国

際奉仕予算から合計１３０万円。 

 

 

 

 

 

第１番目のデイケアセンター 

キュヤブ センター 

（1991 年建設）  

第２番目のデイケアセンター 

マグサイサイ センター 

（1995 年建設） 

第３番目のデイケアセンター 

バゴング・シラング センター 

（1997 年建設） 

 

 

第４番目のデイケアセンター 

エルヴィタ・ヴィレッジ センター 

（2000 年建設） 

第５番目のデイケアセンター 

サン・ロケ センター 

（2001 年建設） 

第６番目のデイケアセンター 

サン・ヴィセンテ センター 

（2003 年建設） 
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 Ⅱ．野口プロジェクト：２００２～２００３年 

   （１）経緯： 

      当クラブ野口榮夫会員の提唱により、フィリピン第３８２０地区２００１～０２年ジミ 

      ー・ハオ地区ガバナー（サンペドロＲＣ会員）に働きかけ、同地区で７つのＷＣＳマッ 

      チンググラントプロジェクトに取り組んだ。１プロジェクト当り＄２，０００ドル、７ 

      プロジェクト合計＄１４，０００の予算に対し、当クラブは野口会員の大口寄付並びに 

      ボックスへの有志会員寄付合計＄３，５００を支援、第３８２０地区が地区ファンドか 

      ら＄３，５００を拠出、ＲＩからマッチンググラントとして＄７，０００を獲得した。 

 

（２）各プロジェクト概要： 

相手先クラブ        プロジェクト概要  マッチング 

グラント No. プロジェクト名  

The RC of Isarog 

（イサログ RC） 

 （１） No.１９８２７ 

デイケアセンター 

プロジェクト 

San Jose 市 San Antonio 地区の貧困地域における３

～６才の児童への教育、給食を目的とした養護施設

San Antonio デイケアセンターへ書籍、本棚、机、椅

子、教育機器(ビデオ・テレビ他)及びエアコン設備

を設置 

The RC of Lipa North 

（リパ北 RC） （２） No.１９８３３ 

公衆衛生プロジェクト 

Lipa 市 Kayumanggi 地区の Sito Hagimit 村への公衆

トイレの設置 

The RC of San Pablo 

Central 

（サンパブロ 

セントラル RC） 

（３） No.２０５０２ 

結核撲滅プロジェクト 

結核予防のための父兄、教員対象のセミナー開催 

小児結核児童への化学療法の実施（＄５×２回／月

×３０名×６ヶ月） 

The RC of Metro Lipa 

（メトロリパ RC） 

 （４） No.２０５０３ 

デイケアセンター 

プロジェクト 

Lipa市のBulaklakan地区及びTibig地区の２つのデ

イケアセンターへの机（１２コ）椅子（６０コ）、本

棚、救急箱、積み木、クレヨン、運動場へのシーソ

ー、ブランコ、すべり台等の購入及び設置 

The RC of San Pablo 

City 

（サンパブロシティ RC） 
（５） No.２０５０４ 

Ｂ型肝炎撲滅プロジェクト 

Ｂ型肝炎に関するセミナー実施 

児童３００名に対するワクチンの投与 

The RC of Candelaria 

（カンデラリア RC） 
（６） No.２０５０５ 

デイケアセンター 

プロジェクト 

Malabanban Norte 地区及び Masin Sur 地区の２つの

デイケアセンターへ教材を購入、設置（英語、算数、

理科、図工等） 

The RC of Lucena  

University District 

（ルセナユニバーシティ 

RC） 
（７） No.２０５０６ 

デイケアセンター 

プロジェクト 

Lucena Ｕ.地区デイケアセンターへの教材、スケッ

チブック、クレヨン、机（８０コ）、椅子（８０コ）、

扇風機、本棚、楽器、救急箱、カラオケセット等の

購入、設置 
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The RC of Metro Lipa（メトロリパ RC） 

Lipa 市の Bulaklakan 地区及び Tibig 地区の２つのデイケアセンターへの机

（12 台）椅子（60 脚） 

本棚、救急箱、積み木、クレヨン、運動場へのシーソー、ブランコ、すべり

台等の購入及び設置 

 

The RC of Candelaria 

（カンデラリア RC） 

Malabanban Norte 地区及び Masin Sur

地区２つのデイケアセンターへ教材を

購入、設置（英語・算数・理科・図工等）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ．台風・洪水被災地への援助：２００４年１２月 

     ２００４年１１月発生の台風による風水害に対し、当クラブから＄２，０００をサンペドロ 

     ＲＣを通じてフィリピン ケソン地方インファンタ地区へ援助。サンペドロＲＣはインファ 

     ンタＲＣと協力し、陸地から孤立した Pinaglipatan 村に井戸を掘り、清潔な飲料水供給プ 

     ロジェクトを実行した。 

 

フィリピン ケソン地方・風水害被災地への援助 2004 年 12 月 

Joint support of RC Wakayama-Naka & RC San Pedro to Infanta district, Quezon. 

 

清潔な飲み水の為の井戸 

 

現地入りしたサンペドロ RC のメンバ

ー 

（他にアルフォンソなど計11名同行）

このプラスチック容器で水を各家庭

へ 

インファンタロータリークラブによ

る歓迎のバナー 

「和歌山中 RC による支援」との文言
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Ⅳ．フィリピン４年生大学スカラーシップ（奨学生）プロジェクト：２００５

年６月～ 

   （１）経緯： 

      当クラブ創立２０周年記念事業の一環として、貧困家庭のデイケアセンター卒園生に高等 

      教育の機会を提供するという目的で企画。サンペドロＲＣスカラーシップ委員会（エミー 

      ル・メンディオーラ パスト会長が委員長）による選抜試験を経て、２００５年２月当ク 

      ラブ一行がサンペドロ市を訪問した際に、奨学生２名とその両親に面談した。 

   （２）２名の奨学生について： 

      両名共第１番目のデイケアセンターであるキュヤブセンターの第１回卒園生。 

氏名 在籍大学 特記事項 

パオロ・ミゲル・カターリヤ 

１９８８年１０月１３日生 

マニラ市エントロ・エスコラー大学  

看護学科 

父親は無職 

エリクソン・Ａ・アミオン 

１９８９年１月３１日生 

同上 

心理学科 

父親はトライシクルの運転手 

    （３）予算： 

       ①１名４年間で約＄１０，０００（年＄２，５００） 

       ２名  〃  ＄２０，０００（年＄５，０００） 

       ②スカラーシップ支給対象費用： 

        授業料、教材費、寮費又は交通費及び委員会にて定める一定額の食事代、小使い 

 

 

 

第１番目のキュヤブ センター卒園生の彼らを４年生大学へ進学

支援 

（４年間）。 

２人は現在マニラのセントロ・エスコラー大学に在籍していま

す。 

右：パオロ・ミゲル R・カターリャ君(Paolo Miguel R. Catlla)

は 

看護学科 

左：エリクソン A・アミオン君(Erickson A. Amion)は心理学科 

  

Ⅴ．その他特筆事項： 

   （１）サンペドロロータリークラブとの姉妹クラブ締結： 

      サイパンロータリークラブとの姉妹クラブ終結（１９８８年）に続き、当クラブ２番目の 

      海外姉妹クラブとして、１９９４年６月サンペドロロータリークラブ一行来日時に調印。 

      締結時会長は当クラブ市川一郎会長、サンペドロＲＣレオニロ・Ｒ・アルフォンソ会長。 

 

   （２）阪神淡路大震災へのサンペドロＲＣからの義援金： 

      震災直後の１９９５年２月、サンペドロＲＣを代表して、ルディ・マグシノ会員が関西国 

      際空港まで＄２，０００を持参、同じ飛行機でそのまま帰国。頂いた義援金は、神戸のフ 

      ィリピン領事館を通じ、在日フィリピン人の方々への支援金として寄付。 
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   （３）デイケアセンター教員を日本へ招待： 

      ２０００年１０月の当クラブ創立１５周年に際しては、デイケアセンター教員及びサンペ 

      ドロ市福祉担当スタッフを当クラブ負担にて日本へ招待、市内幼稚園、福祉施設見学の機 

      会を提供した。 


